
製品概要

Wind River Network Acceleration Platform
帯域幅を要する大量のマルチメディアコンテンツがスマートデバイスでやり取りされるようになったことで、

ネットワークでは、データトラフィックが劇的に増加しています。競争の激しい今日の市場において、

ネットワーク機器プロバイダは、容量を拡大し急増する帯域幅需要に遅れをとらないようにするために、

高いパフォーマンスとパケットスループットを実現する製品を作り出さなければなりません。

Wind River Network Acceleration Platformは、マルチコアテクノロ
ジを活用したパケット処理ソリューションです。ネットワークイ
ンフラストラクチャ機器用に、超高速IPパケット転送を行うため
のギガビットイーサネットのワイヤスピード性能を提供します。

このプラットフォームは、ウインドリバーの業界をリードするマ
ルチコア対応ランタイムテクノロジ群で構成される包括的なパッ
ケージです。コントロールプレーンには標準的なオペレーティン
グシステム（Wind River LinuxまたはVxWorks）を使用し、データ
プレーンは、高速なリアルタイム ベアメタル エグゼクティブを用
いた高性能なネットワークソフトウェアで構成されます。また、
軽量のハイパーバイザも搭載し、個々のコアのロードや構成と、
抽象化されたシステムリソースの提供を行います。ネットワーク
専用のソフトウェアスタックには、特定のマルチコアプロセッサ
用として最適化されたIPv4/IPv6パケット転送プロトコルが含まれ
ます。

Network Acceleration Platformは、リニアにパフォーマンスが拡
張されるよう設計されています。より多くのコアをデータプレー
ン専用にするのに比例して、パケットスループット性能が向上し
ます。これは、バス、メモリ、その他のリソースの制約によって
制限を受けるインプリメンテーションとは大きく異なります。マ
ルチコアシステムではSMP（symmetric multiprocessing : 対称型マ
ルチプロセッシング）が重要な役割を果たしますが、SMP構成で

のパケット処理の性能曲線は、ほんの数コアで横ばいになり、よ
り多くのシステムリソースがネットワークタスクに割り当てられ
ることで、パフォーマンスは先細りになります。ウインドリバー
の非対称型マルチプロセッシング（AMP）テクノロジは、コント
ロールプレーンとデータプレーンの機能を明確に分離させるた
め、マルチコアでの効率を劇的に高めます。データプレーンコア
からは優れた拡張性が得られ、コントロールプレーンはパケット
処理の負荷から解放されます。コアの割り当てをコントロールプ
レーンにもデータプレーンにも構成できる柔軟性を備えること
で、このプラットフォームは、広範なネットワークアプリケー
ションに対応します。

ランタイムプラットフォーム

ウインドリバーの
ツール群

テスト

診断

解析

プロトタイプ

データプレーン
ネットワーク
テクノロジ

Wind River
エグゼクティブ

ネットワーク
テクノロジ

データプレーン

Wind River
エグゼクティブ

Wind River Hypervisor（スーパーバイザとして）

Intel 5500/5600プロセッサ

コントロール
プレーン

Wind River Linux
または

VxWorks

コア 0 コア 1 コア 2

ネットワーク
テクノロジ

データプレーン

Wind River
エグゼクティブ

コア 3

図1：ウインドリバーのマルチコア パケットアクセラレーション ソリューション
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コントロールプレーン オペレーティングシステム
コントロールプレーン オペレーティングシステムは、一般に「メイ
ン」オペレーティングシステムとみなされるものです。必要なシス
テム作業を実行するアプリケーションのサポートに加えて、標準的
なユーザ APIに対し、変更を最小限に抑えながら、データプレーン
との効率的な通信が可能でなければなりません。Network 

Acceleration Platformは、ネットワーク機器用として最も広く利用
されているWind River Linuxと VxWorksの 2つのオペレーティン
グシステムを、選択肢として提供しています。どちらのOSも SMP 

対応であり、ウインドリバーの最適化されたマルチOSプロセス間
通信（MIPC）メカニズムを備えています。また、データプレーンパ
ケット処理とともにネイティブ Linuxネットワーク構成ユーティ
リティを途切れなく実行できるシステムソフトウェアも搭載され
ています。

データプレーン アクセラレーションエンジン
ネットワーク アクセラレーションエンジン（NAE）としても知
られるデータプレーンコアは、コントロールプレーン OSとは独
立して動作します。ベーシック エグゼクティブのサポートによ
り、各コアはきわめて効率的にパケット処理ソフトウェアを実
行できます。データプレーンソフトウェアは、プロセッサに組み
込まれたネットワーク機能に最適化されています。キャッシュ
とメモリ管理に特に注意を払うことで、競合状態を最小限にし、
スループットを最大化します。NAEが独立して処理を行うこと
により、ヘッダ検査、経路探査、パケット転送などの反復型タス
クで優れた並列処理が実行されます。マルチコア ネットワーク
テクノロジには、高性能な IPv4/IPv6パケット転送ソフトウェア
が含まれ、コントロールプレーンの処理能力を下げることなく、
ギガビットイーサネットでワイヤスピードのスループットを実
現します。

スーパーバイザ
このプラットフォームには、sAMP（supervised AMP）構成で動作す
る軽量のハイパーバイザも搭載されています。ハイパーバイザは、
個々のコアの構成とロードに使用され、その後、システムソフト
ウェアの能力を最大限に利用し稼働できるようにします。一旦コア
が稼働状態になれば、この軽量ハイパーバイザは「処理に直接関与
しない」ために、パフォーマンスが低下することはありません。

ツール群のサポート

このプラットフォームは、Wind River Workbenchと完全に統合され、
Workbenchとともに動作するように最適化されています。
Workbenchはスケーラブルなツール群のプラットフォームで、高い
生産性が得られ、柔軟性が高く、VxWorksおよびWind River Linuxに

統合されています。Eclipseプラットフォームをベースにした
Workbenchは、デバイスソフトウェアの設計、開発、デバッグ、テ
スト、管理用に、エンドツーエンドでオープンスタンダード ベース
のツール群を提供します。ハードウェアやボードの初期化からデバ
イス管理に至る開発プロセス全体にわたって、Workbenchは豊富
な機能を単一の統合環境の中で提供します。完全なプラットフォー
ム統合と、デバッグ、コード分析、高度な視覚化、根本原因解析およ
びテスト用のツールも備えています。

マイグレーションおよび最適化サービス
マルチコアテクノロジを既存のプロジェクトや新規プロジェクト
の設計に盛り込むことは、非常に複雑な過程です。ウインドリ
バーは、マルチコアの採用で得られる多くの利点をフル活用でき
るように、マイグレーションと最適化のサービスを提供してプロ
ジェクトチームを支援します。経験豊富なウインドリバーの専門
家チームは、シングルコアのレガシーアプリケーションから新し
いマルチコア環境への移行を支援できます。また、プロセッサの
パフォーマンス能力を最大限に発揮できるように、アプリケー
ションの微調整についてもサポートできます。ウインドリバー プ
ロフェッショナルサービスチームを活用すれば、市場投入までの
時間を短縮し、プロジェクトリスクを大幅に軽減することが可能
です。

統合プラットフォームの利点
Wind River Network Acceleration Platformは、単一のサプライヤ
による完全に統合されたソフトウェアシステムです。このプラッ
トフォームでは、システムの各コンポネントについて、グローバ
ルなテクニカルサポートが提供されます。統合されたソフトウェ
アプラットフォームの使用により、複数のベンダによる複雑なト
ラブルの対処、アップグレードの同期、ツールチェーンサポート
の管理、バージョンのマッチングなどの必要性が排除されます。
プロジェクトチームは、統合ソフトウェアシステムを活用するこ
とで、より価値が高く競争力のある機能に集中することができま
す。また、開発費用、全体的なリスク、市場投入までの時間などの
削減にも役立ちます。

アーキテクチャサポート
Wind River Network Acceleration Platformは現在、Intelアーキテ
クチャの Xeonプロセッサをサポートしています。サポート対象
となるアーキテクチャやプロセッサの追加は、近日中を予定して
います。
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ウインドリバーは組込みソフトウェアとモバイルソフトウェアのリーディングカンパニーです。
企業がデバイスソフトウェアを、より早く高品質かつ低コスト、かつ高信頼性で開発、運用、管理することを可能にします。
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